（ニュースリリース）

２００９年９月２日

デュポンのバイオベース素材が

トヨタのハイブリッド車、新型「プリウス」

純正オプションフロアマットに採用

デュポン株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：天羽稔）は、デュポンのバイオベースポリマー、デュポンTMソロナ®ポリマーから作られたPTT繊維が、トヨタのハイブリッド車、新型「プリウス」純正オプションフロアマットの「ラグジュアリータイプ」に正式採用されたことを発表しました。ソロナ® ポリマーを使ったカーペット製品は、米国デュポン社とバイオベース素材ソロナ®ポリマーの日本での製糸・販売についてライセンス契約を持つユニプラス株式会社(本社：大阪府大阪市、代表取締役社長：生嶋　孝則氏)によって、日本国内のカーペット市場に提供されています。
デュポンTMソロナ®ポリマーは、デュポンのバイオ技術を用いて植物の糖を発酵させて作る１,３プロパンジオールとテレフタル酸の共重合で作られたポリトリメチレンテレフタレート(PTT)樹脂で、ソロナ®ポリマーから作るPTT繊維を用いることで、従来のフロアマットに使用されている石油由来のナイロン樹脂と比較してCO₂を50％以上削減することとなり、地球温暖化対策や枯渇資源の節約に貢献します。

さらに、ソロナ®ポリマーは、繊維にした場合、風合の良さの他、防汚性、耐薬品性や耐久性(耐摩耗性)を満足でき、性能面からも顧客の要求を満足しています。今回、　　ソロナ®ポリマーを用いたPTT繊維が新型プリウスの純正オプションフロアマットに採用された大きな理由は、バイオ素材という環境性能だけでなく、素材の持つ機能そのものが高く評価された結果であると考えています。

デュポンは、持続可能な成長のため、また環境に配慮して、枯渇原料への依存を減らし、私たちの製品を非枯渇原料から作ることに取り組んでいます。再生可能な資源から作られた材料を提供しながら、資源全体をさらに有効利用する社会への転換を推進していきます。

デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供するサイエンスカンパニーです。創立は1802年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70ヶ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。

注）デュポンTMソロナ®ポリマーは、米国デュポン社の登録商標です。

注）「プリウス」は、トヨタ自動車株式会社の登録商標です。
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この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

デュポン株式会社　広報部　岩松
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